
 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

                      

 

                      

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

グループホーム花水木へのお問い合わせ 

認知症高齢者の方の入居介護、デイサービスを行っています。 

入居申請やデイサービスの利用に関する相談や見学等お気軽にどうぞ。 

※ ボランティアさんも大歓迎です。 

《連絡先》 グループホーム花水木  角田市角田字中島上 170－21  0224（61）2777 

  

 

 

 

 

「朝顔この辺に

貼ってもいいか

い？」、T さん「も

う少し下の方が

いいね」とお互い

相談しながら、大

きな作品を創作。 

お彼岸には、あん

こ、ずんだ、くる

みの三種類のおは

ぎを頂きました。

柔らかく風味豊か

で「とっても美味

しいよ」と皆さん

喜んでいました 

フェルト生地を

使って、リンゴ

のコースター作

り。配色にセン

スがキラリと光

ります。「こんな

のどうかな？」

「工夫するとい

ろいろできる」 

  

「お盆に家族の顔

が揃うなんて、と

ても嬉しい事だね

ぇ。やっぱり孫や

ひこ孫はかわいい

ねえ」と T さん。 

子どもの泣き顔も

可愛くて仕方ない

様子。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

8 月の下旬頃から長雨が続き、ようやくお日様が顔を出しました。雨はなんと 31 日連

続で降り、昭和 63 年以来の記録で観測史上二番目になるそうです。その様な中、もうす

っかり朝夕は涼しさを感じる季節になり、室内で過ごす時間が長く“お日様はどうなさ

ったことでしょうね”ちょっと残念な気持ちがあります。しかし、手芸を楽しんだり、

季節を感じる食事を味わい会話が弾み、明るい笑顔を皆さんが花水木の居間で優しく包

んでいつも通り賑わっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(有) カナガミケアリンク №.1５８ 平成 2９年９月１０日発行 

 

 

             

8 月 17 日地元中島地区の談笑サロンに参加しました。七夕さまを歌いながら短冊にお願

い事を書いたり、ダンスやチーム対抗戦のボーリングでは熱が入り盛り上がりました。 

地域の皆さんからいつも暖かく見守って頂いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「健康で暮らせるよう

に」と N さん。 

「皆さんと、いつまでも

お会いできますように」

と S さん。 

短冊に願いを書いてき

ました 

「真っ赤な花～

この中で一番綺

麗だ」と活けてあ

る花の中からお

気に入りを見つ

け、手に取り眺め

ていました 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

花火造り第二弾。

前回は絵の具を

使用しましたが、

今回はおかずカ

ップを使用し個

性溢れる花火が

出来上がりまし

た 

 

 

 

 

 

 

 

窓辺で良い音を

奏でる風鈴製

作。紙コップが

風を受けて回る

よう工夫し、ま

た、ちょっと立

ち止まれば、心

地いい音が響き

ます 

大きなボール、冷た～いそ

うめん。思わず、箸でたっ

ぷり取れば、お腹も心も喜

んで「美味しいね」「あん

だもっと食べらい」「また

食べたいね」など勢いのあ

る食べっぷりと会話が弾

みました。 

「つるつる長～

いそうめん食べ

て、長生きする

からね」「みんな

で明るく朗らか

に暮らせるの

が、一番幸せだ

ね」と T さん。 



 

 

                      

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

           

                        

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 ボランティアの小林さんにパッチワークを教えて頂き、いろいろな色の布を見ながら 

おのおの作りたいものを考え、皆さん昔を思い出しながら裁縫にチャレンジ！！ 

指貫をつけると、昔のきねづか。運針は驚くほどに手馴れて、おしゃべりしたり笑ったり

と、お互いの作品を見せ合って、楽しいひと時を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足のいく作品が出来上がり、「これ孫にあげるんだ」と楽しみにする F さん。 

「このくらい大きいバックだと、なんでも入っていいなぁ」とお出掛けを楽しみに

する K さん。手作りのある生活には、自分らしい笑顔がありました。 

 
 

 

 


